
 

 

団結がんばろうで成功裏に閉会しました。 

（文は小島委員長、写真は小島委員長と上村誠さん） 総会後に全員が壇上に揃って記念写真 
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11月 23日～24日建交労中央本部は静岡県伊豆

長岡で春闘中央討論集会開催しました｡当日は、新

幹線の遅れや交通渋滞で 1時間以上遅れて開会さ

れました｡討論集会は足立委員長の主催者挨拶につ

づいて廣瀬書記長が 2025年春闘方針案は提起し、

学習会では全労連の黒澤幸一事務局長（左下写真）

が「25国民春闘を如何にたたかうか」と題して講 討論集会で主催者挨拶を行なう足立執行委員長 

演をおこないました。その後の分散会は全組合参加の運動と要求

闘争、組織・拡大強化について５つのグループに別れて討論を行

ないました。参加人数は 80人ほどで神奈川県南支部からは初日の

23日に金崎が参加しました。（文と写真は金崎書記長） 

 

 

 

全国トラック部会は春闘中央討論集会後の 11月 24日静岡

県伊豆長岡サンバレー富士見で第 26回総会を開催しました。

参加者は全国から 42名が、神奈川県南支部からは小島が参加

しました｡総会は緒方事務局次長の開会あいさつにはじまり、

松澤副部会長が議長に選出されて議事が進行されました｡ 

足立部会長は主催者挨拶で「労働組合で 1番大事なのは要

求実現であり建交労の要求実現闘争の中心体はトラックだ。  部会総会で発言する小島委員長 

2025年春闘ではトラック部会が先頭に立って奮闘しよう」と呼びかけました。 

鈴木事務局長の議案提案では、4月 23日に開かれた参議院国土交通委員会で足立部会

長が参考人として出席して部会の政策や考え方を直接国会に求める大変貴重な機会となっ

たと報告がありました。活動方針では、安全・安心なトラック運輸産業をめざし大幅賃上

げと長時間労働の改善、組織の強化・拡大をめざす提案がありました。討論では 20名が

発言し活発な議論がおこなわれました。私からは組織

拡大を目指して行っている支部の宣伝行動と労働条件

改善に向けた行動について発言しました。総会は 2025

年度役員体制を含むすべての議案と総会宣言を採択し

たあと、新旧役員の挨拶、足立浩部会長の発声による 

建交労２０２５年春闘中央討論集会開催！ 

神奈川県南支部のホームページは（全日本建設交運一般労働組合 (ctg-kennan.net)）を クリックか

右のＱＲコードからアクセスできます。分会・班の仲間は多くの労働者に広げてください。 

 

11.２４全国トラック部会第２６回総会開催！

建交労２０２５年中央春闘討論集会開催！ 

http://www.ac-illust.com/main/dl_info.php?id=545919&sw=%E3%80%90%E7%94%B7%E5%A5%B3GS%E3%80%91%E6%AD%A3%E9%9D%A2_%E3%81%8A%E3%83%BC2
http://www.ac-illust.com/main/dl_info.php?id=435395&sw=%E3%80%8C%E4%BD%9C%E6%A5%AD%E5%93%A1a%E3%80%8D20
https://ctg-kennan.net/


 

 

 

 

 

 

 

 

2021年 12月 13日享年 76歳で永眠された“西田修一さんを

偲ぶ会”が東京都豊島区内のラパスホールで 11月 23日に行わ

れました。西田修一さんは建交労片山組分会執行委員長はじめ

建交労全国建設・関連部会部会長などを歴任して多くのたたか

う仲間を指導・援助し育ててきました。なかでも西田修一さん

のたたかいで特筆すべきは、自らの片山組争議で勝ちとった最

高裁判決（高裁判決を差し戻した逆転全面勝利）は、いま現在

も病気による休職者の職場復帰を支える重要な判例として生き

つづけています。この判決文は「片山組事件最高裁平成 10年 4

月 9日第一小法廷判決」を検索すると“最高裁判例集”として メーデーで笑顔弾ける西田さん 

全文掲載されていますので興味のある方は一読されることを推奨します。 

“偲ぶ会”は、コロナ禍によって遅れていたとのことですが、実行委員会の皆様のご尽

力によって開催に漕ぎつけ、当日は西田さんを慕う懐かしい方々との再会もありました。 

この出席者のなかから 15名の方が西田修一さんとの思い出やエピソードを語られました｡ 

こうした方々からの貴重な報告を含めて、“偲ぶ会”に出席する機会を頂いたわたしは

西田さんの生前の姿勢に感銘を受けました。それは、西田修一さんの労働組合運動への揺

るぎない確信と情熱、仲間への強い信頼と愛情、そして弛みない学習の実践でした。 

その西田さんは、自ら関わった仲間のみならず、多くの労働者に、たたかいで獲得した

貴重な宝物を残されました。ありがとうご

ざいました。安らかにお眠りください。 

写真は、偲ぶ会で西田修一さんとの思い出

を語る藤好重泰建交労元中央執行委員長(右)

と伊藤東一神奈川県本部執行委員長(左) 

（文と写真は赤羽） 

 

 

 

 2024年も残すところ 1カ月余となりました。今年は、元旦に発生した能登半島を中心

とする大地震「能登半島地震」という悲しいニュースで幕が開けしました。 

また、翌 2日には羽田空港で日本航空旅客機と海上保安庁の航空機が滑走路で衝突する

重大事故が発生して不安な年明けとなりました。 

能登半島では、大震災からの復旧も遅々としてすすまないなか 9月には記録的な豪雨に

襲われて震災復旧が遅れていた地域を中心に再び甚大な被害に見舞われました。 

被災地では相つぐ激甚災害に抗して復旧・復興への努力が続けられていますが、政府の

対策の遅れもあって震災関連死の方が後を絶ちません。建交労本部は 1月 11日付で呼び

かけた支援カンパを継続しています。各分会・班は年内でのとりくみをお願いします。 

１１/２３西田修一さんを偲ぶ会ラパスホールで行わる

西田さん貴重な宝物をありがとうございました｡ 

能登半島被災地への支援カンパのお願い！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記へ支援カンパを振り込んだ分会・班及び組合員は神奈川県南支部にご報告ください。 


